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平
素
よ
り
本
校
発
展
の
た
め
、
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
何
卒
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
も
三
年
が
経
過
。
終

息
に
至
る
ど
こ
ろ
か
、
未
だ
県
内
の
感
染
者
が
千
人

超
え
の
日
も
あ
り
ま
す
。

　

年
末
の
定
例
役
員
会
で
は
感
染
者
数
の
高
止
ま
り

等
を
考
慮
し
、
昨
年
に
続
き
今
春
の
総
会
開
催
中
止

を
決
め
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
令

和
五
年
一
月
二
十
日
、
第
一
回
役
員
会
を
も
っ
て
今

年
の
総
会
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
、
本
校
は
創

立
百
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
先

日
、
事
務
局
の
方
か
ら
こ
の
件
に
関
す
る
次
の
よ
う

な
事
業
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
十　

月　

五
日
（
木
）　

記
念
文
化
祭

○
十　

月　

六
日
（
金
）　

記
念
体
育
祭

○
十　

月
二
十
日
（
金
）　

記
念
式
典

○
十
一
月
十
八
日
（
土
）　

記
念
邇
摩
高
フ
ェ
ア

　

誌
面
で
の
制
約
も
あ
り
簡
潔
に
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
あ
ま
り
派
手
に
な
ら
な
い
事
業
を
計
画
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
長
年
に
わ

た
る
ご
厚
情
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
百
二
十
周
年
記
念
事
業
が
無
事
に
遂
行
で
き
ま

す
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。

　

松
風
会
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
本
校
の
発
展
の

た
め
に
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
１
月
に
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「『
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全

て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適

な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～
」
が
公
表
さ

れ
、
各
学
校
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
新
た
な
教
育

へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
、
今
年
度
入
学
生
か
ら
系
列
を
再
編
成

し
、
教
育
課
程
を
大
き
く
変
更
し
、
地
域
と
の
協
働

を
重
視
し
、『
人
間
性
豊
か
で
、
将
来
の
地
域
産
業

を
担
う
職
業
人
・
社
会
人
の
育
成
』
を
目
指
す
学
校

像
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
１
年
生
か
ら
生
徒
一
人
一
人
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の

学
習
方
法
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
教
育
を
支
え
る
基
盤
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て

I
C
T
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
集
団
授
業

を
主
軸
と
し
た
教
育
か
ら
個
人
に
焦
点
を
あ
て
生
徒

の
持
ち
味
を
最
大
限
生
か
せ
る
教
育
へ
と
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
徒
同
士
、
あ
る
い
は
地
域

の
方
々
を
は
じ
め
多
様
な
他
者
と
協
働
す
る
こ
と
で

異
な
る
考
え
方
が
組
み
合
わ
さ
り
、
よ
り
よ
い
学
び

を
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
想
定
さ
れ
て
い
る
学
校
の
在
り
方

が
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
で
あ
り
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
す
。
本
校
で
も
今
年
度
よ
り
学

校
運
営
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
本
校
の
魅
力
化
の

強
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和５年邇摩高校は創立120周年を迎えます
記念文化祭  10／5（木）　　記念体育祭  10／6（金）　　記念式典  10／20（金）　　記念邇摩高フェア  11／18（土）

　

明
治
三
十
六
年
六
月
に

邇
摩
郡
立
石
東
農
学
校
と

し
て
大
森
町
下
市
に
設
立

さ
れ
て
か
ら
百
二
十
年
、

こ
れ
ま
で
七
度
の
校
名
変

更
と
四
度
の
校
地
移
転
を

経
て
令
和
五
年
に
創
立

百
二
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
島
根
県
内
で
は
七
番

目
に
歴
史
が
古
い
高
等
学

校
で
、「
勤
労
・
創
造
・

仁
心
」
を
伝
統
精
神
と
し

特
に
県
央
地
域
の
産
業

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
平

成
七
年
度
に
県
内
初
の
単

独
総
合
学
科
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
現
在
は
一
学

年
三
ク
ラ
ス
五
つ
の
系
列

（
令
和
四
年
度
入
学
生
か

ら
は
四
系
列
）
で
多
様
な

教
育
を
展
開
し
、
卒
業
生

総
数
は
約
一
万
八
千
人
と

な
り
ま
す
。

　

創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
は
百
十
周
年
記
念
事

業
と
同
等
の
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
三
年

間
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
規
模
を
縮
小
さ
せ

て
の
実
施
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒

の
学
校
生
活
に
大
き
く
関

わ
る
事
業
は
過
去
を
参
考

に
実
施
し
、
学
校
全
体
が

盛
り
上
が
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

仁心の庭 校舎全景 ・創立60周年で完成したプール
（昭和39年）

創立80周年記念講演
（昭和58年）

創立110周年記念式典
（平成25年）

松
風
会
会
長
　
　

松
風
会
会
長
　
　
大
　
島
　
　
　
淳

大
　
島
　
　
　
淳

（
昭
和

（
昭
和
4646
年
３
月　

普
通
科
第

年
３
月　

普
通
科
第
2222
期
卒
業
）

期
卒
業
）

創
立
百
二
十
周
年

創
立
百
二
十
周
年　

　
校
　
長
　
　

　
　
校
　
長
　
　
黒
　
崎
　
千
　
春

黒
　
崎
　
千
　
春

『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』

『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』

～
学
習
意
欲
を
高
め
る
個
別
最
適
化
、協
働
的
な
学
び
～

～
学
習
意
欲
を
高
め
る
個
別
最
適
化
、協
働
的
な
学
び
～

会 報 発 行 所

島根県立邇摩高等学校
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〒 699−2301
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大縄跳び

石見神楽部公演

綱引き 玉入れ分団対抗リレー

オープンスクール

１年生音楽選択者の発表

避難訓練１年生遠足

遺跡の保全活動

２年生クラス企画

入学式

生活系列ファッションショー

講師による事前学習

球技大会 県総体壮行式

井戸社長あいさつ

絵本の読み聞かせ 石見神楽上演 農業加工品販売 銀の鳥プロジェクト

学習成果発表会３年生アクアス研修 裁判員裁判の体験授業

全国大会出場報告

社員朝礼で挨拶練習 賑わう会場内 生徒運営役員

邇摩高校学園祭「 仁
じんしんさい

心祭 」

邇摩高校での学びを地域の皆さまに還元する「邇摩高フェア２０２２」　模擬会社Five Star company　主催

仁摩小学校との連携
道の駅「ごいせ仁摩」との連携

地元スーパーとの連携

79名が入学
大地震の発生!まずは頭を守る!

日御碕灯台と出雲大社神門通り

３種目でクラスマッチ
系列の学びを中学生が体験

シロイルカの

バックヤードを学習

体
育
祭
の
部

文
化
祭
の
部

スローガン　仁  ～ We will never forget this memory ～

１，２年生石見銀山学習

市長表敬訪問

３年ぶりに入場制限なしで開催！

見
る

で

邇
摩
高
生

写
真
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邇摩高校Facebook

https://www.facebook.com/shimane.nimakou/
邇摩高校WEBサイトと連動しており、記事をタップすると、邇摩高校
WEBサイトの「お知らせ」に繋がります。
緊急連絡も掲載しています。

新型コロナウイルス感染症蔓延防止の観点から
やむを得ず中止としました。

松風会　関東支部長　来間　哲朗（S48.3卒）

松風会　関西支部長　小橋　泰倫（S43.3卒）

関東支部総会、関西支部総会は中止します！

令和５年度　支部総会について

　

松
風
会
関
東
支
部
長
を
拝
命
し
早
い
も
の

で
７
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
の
６
年
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
り
支
部
総
会
開
催

な
ど
活
動
で
き
た
の
は
最
初
の
３
年
間
。
直

近
３
年
は
静
止
状
態
で
す
。
従
い
ま
し
て
会

員
の
皆
様
の
現
在
の
様
子
が
殆
ど
伝
わ
っ
て

き
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
済
ま
さ
れ
ま

し
た
か
？
未
だ
に
毎
日
十
万
人
を
超
え
る
感

染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ア

等
の
扱
い
も
以
前
に
比
べ
激
減
し
て
い
る
た

め
、
収
束
し
た
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

僅
か
３
年
、
出
会
い
の
場
が
途
切
れ
た
と

申
し
ま
し
て
も
私
も
含
め
当
然
の
如
く
皆
さ

ん
年
輪
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
中
、
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
に
健
康
で
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

健
康
と
言
え
ば
誰
も
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
私
自
身
70
歳
に
手
の
届
く
と
こ
ろ

ま
で
来
て
い
る
の
と
、
数
年
前
に
大
病
を

患
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
常
に
健
康
第
一
を

モ
ッ
ト
ー
に
考
え
つ
つ
、
近
頃
は
健
康
に
加

え
長
寿
、
つ
ま
り
健
康
長
寿
、
医
学
界
で
言

う
と
こ
ろ
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
予
防
医

学
：
加
齢
に
よ
る
体
の
老
化
を
ケ
ア
し
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
長
生
き
を
目
指
す
こ
と
）

を
意
識
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
加
山
雄

三
？

　

予
防
、
健
康
管
理
を
意
識
し
な
が
ら
医
療
・

介
護
に
依
存
せ
ず
自
身
の
心
身
で
自
立
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
す
る
も
の

の
、
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
っ

て
も
現
実
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

私
の
場
合
は
定
期
的
通
院
に
よ
り
予
防
医

療
を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
は
自

身
で
決
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
行
動
指
針
「
気
力
・

体
力
・
知
力
」
の
実
践
で
す
。
こ
の
三
つ
を

柱
に
日
々
の
生
活
を
送
る
と
と
も
に
趣
味
の

一
つ
で
あ
る
一
人
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

三
つ
の
う
ち
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
実
現
で
き

ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
は
、
長
崎
・

熊
本
・
佐
賀
、
北
海
道
最
北
端
稚
内
か
ら
函

館
ま
で
の
７
０
０
キ
ロ
の
鉄
旅
を
満
喫
し
て

き
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
の
風
景
を
つ
ま
み
に

缶
ビ
ー
ル
、
頭
の
中
は
…
…
無
。
こ
れ
ぞ
至

福
の
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
は
健
康
で
あ
る
証
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
今
年
は
何
処
へ
！
と
雑
誌
、
ネ
ッ

ト
、
時
刻
表
を
片
手
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

頭
を
巡
ら
し
考
え
る
こ
と
も
健
康
維
持
の
一

つ
か
な
と
勝
手
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、松
下
幸
之
助
さ
ん
の
座
右
の
銘
「
青

春
と
は
心
の
若
さ
で
あ
る
。
希
望
と
信
念
に

あ
ふ
れ
て
勇
気
に
満
ち
て
日
に
新
た
な
活
動

を
続
け
る
限
り
青
春
は
永
遠
に
そ
の
人
の
も

の
で
あ
る
」
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
青
春
を
謳

歌
し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
松
風
会
関

東
支
部
は
総
会
開
催
の
有
無
も
含
め
、
現
段

階
（
１
月
）
で
は
未
定
で
す
。
ど
の
よ
う
な

形
で
実
施
す
る
の
が
相
応
し
い
の
か
役
員
さ

ん
と
検
討
し
つ
つ
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
は
70
才
、
今
が
一
番
楽
し
い
、
幸
せ
だ

と
言
え
る
の
が
嬉
し
い
、
こ
れ
も
姉
と
妹
の

お
陰
！

　

父
が
６
才
の
時
に
亡
く
な
り
余
裕
が
無
く
、

子
供
の
頃
の
楽
し
い
想
い
出
は
何
も
な
い
。

　

働
き
者
で
有
能
だ
っ
た
母
は
81
才
ま
で
仕

事
を
し
て
97
才
で
天
寿
を
全
う
。

　

母
の
介
護
の
お
陰
で
、
三
姉
妹
が
一
致
団

結
、今
で
は
何
処
へ
で
も
一
緒
に
出
掛
け
ま
す
。

　

姉
の
友
達
、
私
の
友
達
、（
妹
は
？
）
皆
で

一
緒
に
旅
行
に
も
行
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
前
は
ク
ル
ー
ズ
に
ハ
マ
り
、
ダ
ン

ス
や
ゲ
ー
ム
お
洒
落
を
堪
能
！

　

３
年
前
に
は
旅
行
社
の
三
分
の
一
の
費
用

で
行
け
る
か
ら
と
、
ま
さ
か
の
個
人
手
配
、

ベ
ネ
チ
ア
か
ら
美
食
の
オ
ー
シ
ャ
ニ
ア
に
乗

船
す
る
事
に
、
老
女
５
人
で
初
め
て
の
ミ
ラ

ノ
・
ベ
ネ
チ
ア
へ
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
、

英
語
は
出
来
な
く
て
も
ゼ
ス
チ
ャ
ー
と
日
本

語
で
何
と
か
出
来
る
も
の
で
す
ね
～
。

　

行
く
一
週
間
前
か
ら
ホ
テ
ル
が
次
々
キ
ャ

ン
セ
ル
、
名
古
屋
空
港
の
ク
レ
カ
・
ト
ラ
ン

ク
の
謎
、香
港
空
港
の
迷
子
、ミ
ラ
ノ
の
痴
漢
・

電
車
の
ス
リ
、
特
急
列
車
へ
片
足
の
せ
、
ロ
ー

マ
最
古
の
教
会
で
ま
さ
か
の
オ
ペ
ラ
・
バ
レ

エ
観
賞
、
帰
り
の
香
港
乗
継
で
他
の
乗
客
誰

も
居
な
い
と
事
件
て
ん
こ
盛
り
の
12
日
間
。

　

帰
っ
て
も
思
い
出
し
て
は
冷
や
汗
で
夜
眠

れ
ず
！　

で
も
、
又
、
行
き
た
い
～

　

あ
の
コ
ロ
ナ
で
有
名
に
な
っ
た
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
に
は
３
回
乗
船
、
３
回
目

は
ゲ
ー
ム
と
ダ
ン
ス
三
昧
、
３
人
で
４
本
も

の
シ
ャ
ン
パ
ン
を
ゲ
ッ
ト
し
、
お
土
産
に
！

　

最
終
日
夜
、
部
屋
に
帰
り
か
け
て
ダ
ン
ス

大
会
が
有
る
事
に
気
づ
き
引
き
返
し
、
引
っ

込
み
思
案
な
姉
を
け
し
か
け
参
加
申
込
、
沢

山
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
姉
、
下
手

上
手
い
ダ
ン
ス
を
上
手
な
ボ
ー
イ
さ
ん
と
即

興
で
踊
り
、
笑
い
転
げ
る
審
査
員
達
、
ヤ
ン

ヤ
の
喝
采
、
ま
さ
か
の
優
勝
！
！
、
一
夜
に

し
て
有
名
人
！

　

こ
の
時
感
じ
た
、
運
命
は
水
が
流
れ
る
様

に
流
れ
て
い
て
、そ
の
流
れ
を
自
分
に
向
け
、

身
を
任
せ
る
、
幸
せ
は
自
分
で
掴
み
取
る
！

チ
ャ
ン
ス
は
逃
さ
な
い
！

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
出
会
い
に
感
謝
し
乍

ら
、
お
年
頃
の
失
敗
も
笑
い
飛
ば
し
、
三
姉

妹
で
元
気
に
ば
く
進
？

関
東
支
部
だ
よ
り

関
西
支
部
だ
よ
り

今
が
と
て
も
楽
し
い
！

　
● 

辻
　
　
　
実
南
枝

　
　
　

昭
和
45
年　

普
通
科
卒

自
分
な
り
の
人
生
謳
歌

　
● 

来
　
間
　
哲
　
朗

　
　
　

昭
和
48
年　

商
業
科
卒

　
　
　

松
風
会
関
東
支
部
長

邇摩高校Facebook

https://www.facebook.com/shimane.nimakou/
邇摩高校WEBサイトと連動しており、記事をタップすると、邇摩高校
WEBサイトの「お知らせ」に繋がります。
緊急連絡も掲載しています。



	 第 54 号	 松　　　　風	 令和５年３月 24日　（4）

会報松風は、邇摩高校ホームページでもご覧いただけます。
年会費の納入にご協力ください。

事務局からの

　　　連絡

令和４年度　松風会一般会計　決算書
（令和４年１月１日～令和４年12月31日）

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 備　　考
繰 越 金 197,214 197,214 0 令和３年度より繰り越し

入 会 金 216,000 216,000 0 ¥3,000×72名

会 費 14,400 14,400 0 ¥200×72名

寄 付 金 10,000 0 △ 10,000
他会計繰入金 50,000 0 △ 50,000
雑 収 入 86 35 △ 51 貯金利息、３年学年会計残金繰り入れ

合　　 計 487,700 427,649 △ 60,051

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 備　　考
会 議 費 5,000 0 5,000
旅 費 0 0 0 県外支部総会中止

支部育成費 140,000 140,000 0 関東､関西､大田､仁摩､温泉津､江津へ助成

事 務 費 100,000 64,810 35,190 卒業記念品､高校野球広告料､通信費他

会館管理補助費 70,000 70,000 0 松風会館維持管理会計へ

全国大会激励費 160,000 80,000 80,000 全国高校総文祭２名、ビジネス同好会、農業系列

予 備 費 12,700 22,000 △ 9,300 グラウンドフェンス一部撤去

合　　 計 487,700 376,810 110,890

令和５年度　松風会年会費会計　予算書
（令和５年１月１日～令和５年12月31日）

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 備　　考
繰 越 金 3,275,343 2,987,495 287,848 令和４年度より繰り越し

会 費 704,000 560,000 144,000 過去３年間の平均261×2,000＝522,000
新入会員数91×2,000＝182,000

合　　 計 3,979,343 3,547,495 431,848

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 備　　考
会報発行費 150,000 200,000 △ 50,000 業者による見積額

振込手数料 50,000 59,000 △ 9,000 貯金局会費振込手数料・通知料
令和４年度実績から算出

繰 出 金 1,750,000 1,550,000 200,000 松風会一般会計へ50,000円
120周年記念事業会計へ1,700,000円

予 備 費 2,029,343 1,738,495 290,848
合　　 計 3,979,343 3,547,495 431,848

令和４年度　松風会一般会計について監査を実施した結果、帳簿及び証拠書類とも適正に処理されていることを認め報告します。
収入合計 427,649円  －  支出合計 376,810円  ＝  差引残額 50,839円（令和５年度一般会計へ繰り越し）

令和４年度　松風会年会費会計　決算書
（令和４年１月１日～令和４年12月31日）

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 備　　考
繰 越 金 2,987,495 2,987,495 0 令和３年度より繰り越し

会 費 560,000 482,000 △ 78,000 年会費2,000円×241件、納入率64.1%

合　　 計 3,547,495 3,469,495 △ 78,000

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 備　　考
会報発行費 200,000 144,611 55,389 会報松風53号、576部

振込手数料 59,000 49,541 9,459 貯金局会費振込手数料および通知料金

繰 出 金 1,550,000 0 1,550,000 松風会一般会計、120周年記念事業会計
への繰り出しなし

予 備 費 1,738,495 0 1,738,495
合　　 計 3,547,495 194,152 3,353,343

収入合計 3,469,495円  －  支出合計 194,152円  ＝  残高 3,275,343円

令和４年度　松風会年会費会計について監査を実施した結果、帳簿及び証拠書類とも適正に処理されていることを認め報告します。

校内監事

校内監事

令和５年１月17日 松風会監査員

松風会監査員

令和５年１月17日

校内監事

校内監事

令和５年１月17日 松風会監査員

松風会監査員

令和５年１月17日

書道部門

３年生　三代　千春さん

～道の駅「ごいせ仁摩」
の揮毫者～

文芸部門（俳句）

３年生　山本千礼奈さん

～島根県大会２連覇の
感性を持つ～

� ３年生　内田　和寿さん
� ３年生　筒井　音羽さん

県大会食品分野で邇摩高校初の最優
秀賞を受賞した内田さんと優秀賞を
獲得した筒井さんが、福井県で行わ
れた全国大会に出場。食品に関する
専門性を問われる択一問題・記述問
題の合計40問に挑みました。

� ３年生　小島　咲さん

県大会珠算の部で個人総合２位に
入賞し東京都であった全国大会に出
場。珠算は小学校から習っており腕
前は五段。流れるような指先で正確
な計算ができる能力は抜群です。

http://www.nima.ed.jp/

全国高等学校ビジネス計算競技大会

全国大会出場報告

日本学校農業クラブ全国大会
農業鑑定競技会 全国高等学校総合文化祭　東京大会


